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第15章英語有標構文の機能と情報構造
は じ め に
第一部で扱 う束縛理論は、文中の要素間に見 られる一定の関係を説明する理論である。その中に
は、照応形や代名詞にみ られる相互指示の関係、遊離数量詞 とその先行詞との関係、限量詞(quan-
tifier)とそれが束縛する変項との関係、移動 した要素 とその元 の位置 との関係などが含まれる。
束縛理論は、Chomsky(1981)以来活発な研究が続けられている分野 の一つであるが、照応形に
関 しては、言語ごときに大きく異なる面があり、言語類型的研究が不可欠の分野である。特に、 日
本語は、英語と異なる照応形を もち、その研究は照応形の研究の発展に寄与す るところが大 きい。
移動に基づ く束縛関係に課せ られる制限や条件については、様々な研究が行われているが、各構文
の特性を適切に記述 し、さらに、それ らの特性を一般原理からの帰結として説明できることが望 ま
れる。
第二部では、語彙意味論の新 しい枠組みを提示 し、語彙意味論の方法、意味の原始概念、意味表
示の特徴、意味表示に適用される意味規則などを明 らかにす ることによって、語の意味論に新 しい
視野を開拓する。本研究で提案する意味論の重要な特徴の一っは、意味論を意味を生成する規則の
体系と捉えている点にある。意味生成規則 という概念そのものは、すでに、Gruberや生成意味論
で提案されているが、本論で提案する意味論はX'理 論に基づく点が特徴的であり、生成意味論に
おいて主張されていたような統語論と直結するものではなく、 もっぱら、語彙の意味にかかわる理
論である。さらに、受動態や有標構文の機能と情報構造の関係などの問題 も考察する。
第一部 束縛理論 の研究
第1章
序論は、束縛理論の研究史点描である。束縛理論がどのように進展 してきたのか、そして、それ
ぞれの転機はどのようにして生 じたのか、そのとき重要な役割を果たした資料や思考法はどうであっ
たのか、束縛理論の現在はどうであるかなどにっいて述べる。
束縛理論は、Chomsky(1981)に始 まるが、Huang(1983)によってaccessibilityの概念が照
応形にのみ適用されるように修正され、一応の結果を見る。 しか しこの段階の理論は、本質的には
記述的で、説明理論とはなっていないと考え られる。最新の理論では、照応形を論理形式部肉で移
動することによって、そめ局所性、主譜指向性などの問題を捉えようとしているが、 この理論に対
しても問題点が指摘されている。
第2章
代用表現の研究 は、代用表現をすべて変形規則によって派生する理論か ら始まり、 この理論に対
する様々の問題点が指摘され、それらを克服するために、主 として、Jackendoff(1972)によっ
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て解釈理論が提案される。 しかしいくっかの理由から、削除がかかわる代用形は、やはり削除変形
で扱 うのがよいとする提案がHankamerandSag(1976),Sag(1976)でなされ、変形 ・解釈折
衷の理論が提案 された。代名詞の研究で特に重要であるのは、Lasnik(1976)であり、 それまで
代名詞の研究で中心課題であった相互指示関係の指定という考え方を根本か ら転換 し、代名詞に課
せられる条件の本質 は、何を指 してはならないかという非相互指示であるとした点にあるbこれは、
その後の束縛理論への道を開 く一つの重要な理論上の修正であった。それまでの代名詞研究の成果
は、Reinhart(1976)に結実 している。
このような理論の流れを踏まえて、特に、代名詞にっいて、従来行われていた代名詞化変形に対
する反論、代名詞の分布を説明するための領域の定義、代名詞解釈規則としての非相互指示規則、
不定名詞句と代名詞の指示関係などの問題にっいて論 じ、また、不定名詞句 と代名詞の間にみられ
る関係の中で、従来の理論の例外とみなされていたdonkeysentenceとEnglishmansentenceに対
して、間接束縛、逆間接束縛 という新 しい分析を提案し、束縛の仲介役をなす要素(間 接束縛子)
を考慮 に入れると、従来の理論で認め られている条件だけで、一見例外 と見えるこれらの事実を説
明できることを示 した。なお、間接束縛の概念にっいては、その後、Haik(1984)が同一 の概念
を提案 している。
第3章
優位条件(superioritycondition)は、従来、変形規則の適用に課せられる条件 として、 あるい
は、wh語の併合(absorption)に課せられる条件 として述べられてきたが、いずれの分析におい
ても、この条件が独立 して必要な条件であるとみなされている。例えば、LasnikandSaito(1992)
が提案する併合の規則は記述的一般化に留 まっていること、 さらに、記述的にも妥当ではないこと
など、 これらの分析の不備を指摘 し、優位条件を独立 して必要な条件 とみなす必要はなく、束縛原
理(c)の帰結 として説明できることを示した。
さらに、LFの移動規則は島の制約に従 うことがないという事実に対 して、 これまでの説明 と異
なり、LF部門には、wh移動規制はなく、指標併合の規則だけが存在す ると仮定す ることによっ
て説明する。(最近Chomsky(1992)もこの可能性を示唆 している。)
第4章
遊離数量詞 とは、本来 それが修飾 してい る名詞句 か ら離 れた位 置に移動 された数量詞 を言 う。例
えば、次例 の(b)がこれ に該当す る。
(1)a.All(of)themenpickedupaglass.
b.Themenallpickedupaglass.
遊離数量詞 とNPの 関係を捉え るには少 な くとも三 つの方法 がある。第一 に、数量詞 を変形規則 に
よ って右方へ移動す る、第二 に、VP内 主語 の仮説 に基づ いて、 主 語 をVP内 に生 成 し、 数 量詞 だ
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けを残 してNPを 移動することによって遊離現象を説明する。第三に、基底構造で両者を別々に生
成し、その関係を解釈規則で捉える。第一の立場では、(1b)を(1a)から数量詞移動変形によっ
て派生するが、この操作は要素を下方に移動するので適正な変形操作 としては認められない。第二
の仮説では、目的語の位置でも遊離数量詞現象が生じてもよいとする誤 った予測をす る。 そこで、
(1a)と(1b)は、それぞれ独立に生成され、 この両者の関係は意味規則で捉えられると分析する。
また、遊離数量詞は、名詞の前に用いられる場合と異なり、個別的意味をもつ ことを指摘 し、遊離
数量詞の意味論にも踏み込んだ。
第5章
不定名詞句が代名詞 を束縛 す るとき、 その代名詞 は、その不定名詞句 の作用域内 になけれ ばな ら
な いとす る条件 と、 その不定名詞句 が束縛 する変項 によ って構成素統御 されて いなけれ ばな らない.
とす る二っ の条件 を満足 しなければな らない。 ところが、 この一般化 に反す る例が二っ ある。一っ
は、donkeysentenceであ り、 もう一つ は下記 のEnglishmansentenceである。
(1)ThewomanwhoeveryEnglishman;admirsmostishis;mother.
everyEnglishmanの作用域 は関係節 の中だけで あるので、hisはその作用域Q中 に はな い。 ま た、
everyEnglishmanはhisを構成素統 御 していない。 それ に もか かわ らず、everyEnghshmanは
hisを束縛す ることが できる。 そ こで、 この文 では、everyEnglishmanがwomanの値 を決定 し、
そのwomanが仲介役 にな ってeveryEnglishmanとhisの間 に束縛関係が成立 す る と考 え られ る。
この関係 はdonkeysentenceの場合 とま った く逆で あるので、 これを逆間接的束縛 と呼ぶ。
第6章
代名詞、再帰代名詞 な どの照応表現の種類および分布 は各言語 にお いて異 なる部分 と共通 の部分
がある。英語 だけを対象 と して提案 された束縛理論 を他 の言語 に適用 しよ うとす る と、当然 のこ と
なが ら、多 くの問題点 が生 ず る。そ こで、様々の言語 に見 られ る照応形 の特性 を説 明す るため に、
従来 の束縛理論 にパ ラ ミター と して、AccessibiltyParameter,SUBJECTParameter,Sublect-
OrientationParameterを埋 め込 むことを提案 し、 これによ って、 日本語、 ロシア語、 マラヤ ラム
語、 アイス ラン ド語 に見 られ る照応形の分布および束縛関係 の相違の説明 を試 みた。特 に、 マラヤ
ラム語 の照応形 に対 して は、統率子 の主語、 アイスラ ンド語 に対 して は、Subjunctivechainとい
う新 しい概念 を提案 し、 その特性を説明す る。
第7章
従来、日本語の再帰代名詞は 「自分」であると考えられ、 ζれと英語のself形との同異が論 じ
られてきた。 しか し、日本語には 「自分」の他に 「自分自身」「彼自身」の表現があり、三っの照
応形がある。これ ら三っの照応形の間には、その語形式 と束縛関係に一定のエレダントな相互関係
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がある。
(A)(B)
(c)彼 自分
(D)彼 自身 自分 自身
「彼」を含む㈲欄の表現は、先行詞を主語に限定す る主語指向である必要はないのに対 して、「自
分」を含む(B)欄の表現は主語指向でなければならない。横の(c)欄の要素は長距離束縛が可能である
のに対 して、 「自身」を含む(D)欄の要素は局所的束縛に限 られる。これ らの照応形の諸特徴を説明
するために、束縛理論そのものの修正および名詞類の素性体系の改訂を提案 した。さらに、長距離
束縛で は主語指向性がみられるとするChomsky(1986)の指摘と異なり、日本語では、 この現象
が見 られないことを指摘 した。なお、本論の事実観察を正 しいと認め、Katada(1988,1991)は、
LF移動規則によって、ProgavacandFranks(1992),Progovac(1992)はRelativisedSUBJECT
の概念を用いて説明を試みている。
第8章
日本語では、文脈から意味が分かる限 り、主語や目的語などが自由に省略される。このような現
象を説明するために、HuangやHasegawaは空の トピックを仮定する。 しか しなが ら、 この仮説
には、多 くの問題がある。例えば、 この仮説に従 うと、空要素は、島の中には生起できず主語 ・目
的語の非対称性があると予測するが、 これ らの予測はいずれも誤りである。
対立案として、日本語の空範疇は トピックによって束縛される空範疇(す なわち、変項)で はな
く、空の代名詞であると分析する。すなわち、日本語は空の代名詞を多用する言語であるという意
味で 「日本語は空代名詞の言語である」と言うことができる。このように考えることによって、日
本語では補文、付加詞、関係節において、主語、目的語のいずれの位置でも空範疇が生 じ、その空
範疇が主語、目的語いずれによっても束縛可能であり、主語 ・目的語の非対称性がみられないこと、
weakcrossoverの現象がみられないこと、これらの空範疇の分布 が代名詞 に課せ られる条件 に従
うことが説明できる。
第9章
チョムスキーは、疑問文、関係節等wh移動が明示的にかかわっている構文に見 られる一定 の特
徴が、tough構文、too-to構文、分裂文、話題化構文、寄生的空所構文等々に見 られるとし、 これ
らの構文には表面上はwhの移動は認め られないが、wh語に相当する空演算子が移動 していると
仮定する。このような分析では、上記の様々な構文間に見られる相違及びその構文に個別的である
特徴を正 しくとらえることができない。そこで、 これらの構文すべてに空演算子がかかわっている
のではなく、tough構文には空の照応形の移動が、too-to構文及び目的節構文にはPROの移動が
関与 していると仮定する。このような分析により、例えば、tough構文には、なぜ主語を越える移
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動が適用できないか、なぜ時制文か らの移動ができないのかを説明できる。分裂文、話題化構文で
は、焦点 となる要素、話題化要素自体が移動 していると分析する。 この分析により、 これらの構文
には、いわゆるweakcrossover現象が見 られないことを説明できる。空演算の移動がかかわる構
文 は、寄生空所化構文のみであることになる。
第10章
ル ー ト変形 と呼ばれ る一 群の変形規則 は、構造保持変形で はな く、付加操作 に よって節 の境界 に要
素 を付加す る規 則で あると考 え られて きた。 しか しなが ら、 この種 の変形規則 だけがなぜ このよう
な他 の規則 と異 な る特徴 を持 つのか明 らかで はない。そ こで、 これ らのルー ト変形 も、実 は、構造
保持 的であ り、節 の基本 構造 は、CPがIPを 直接支配 してい る単純 な構造 ではな く、CPとIPの 間
に は、TopicPhrase,FocusPhraseが存在 す ると仮定す る。 そ して、 従来 ル ー ト変 形 とな され て
きたTopic話題 化変形 は、TopicをTopicPhraseのSpecifier(Spec-TopP)に移動 し、焦点話題化
は焦点 をSpec-FocusPに移動 し、否定辞前置は否定要素をやは りSpec-FocusPに移動す る。Locative
Inversion,DirectionalAdverbPreposing,PreposingAroundBEなどの規則 は要素 をSpec-IPへ
移動 す る。
このよ うに考 え ると、変 形規則の操作 はすべて構造保持 とな り、二種類 の操作 を認める必要がな く、
移動 された要素 はすべてSpec-headの関係で認可 され、 また、 これ らの操作 がなぜ文境界へ要素 を
移動 す るのか、否定辞前 置にお いて、 なぜ倒置が義務的であ るのか、 などの問題 を説明で きる。
第二部 語彙意 味論 の研究
第11章
語彙意味論の枠組みを提示 し、X'理 論の目標、意味要素の概念の定義および機能意味範疇と非
機能意味範疇の区別、意味規則、二っの意味表示 レベルの必要性、意味合成規則など}ヒっいてみる。
可能な意味 と不可能な意味の区別を行 う手段の一っとして、意味要素にかかわる選択制阪を提案す
る。
意味生成規則 という概念そのものは、すでに、生成意味論などにおいて提案 されているが、ここ
で提案するX'意 味論 は、語彙の意味論であり、生成意味論で主張 されていたような統語論に直結
する意味論ではない。 この意味論は、(狭義の)文法が非文と文法文の区別をす るの と同様に、語
彙意味論では、可能な意味と不可能な意味の区別をし、また、可能な意味規則の概念を適正に規定
しなければならない。統語論が有限の規則によって無限に可能な統語構造を生成するのと同様 に、
語彙意味論 は語の可能な意味を特徴づけなければならない。
第12章
結果構文を意味合成規則によって派生的に得 られる構文であると位置付け、結果構文の諸特徴を
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説明する。結果構文について説明すべ き問題 として、結果構文がV-NP-XPの連鎖をもつのはなぜ
か、結果構文に生 じうる動詞の特徴は何か、動詞が使役の意味をもっのはなぜか、XPに 生ずる要
素の特徴は何か、NPとXPの聞に叙述の関係があるのはなぜか、V-NP-XPの内部構造 はどのよう
になっているか、等々の問題に答える。 これ らの問題 に対 して、例えば、Johnshoutedhimself
hoarse.の様な結果構文は、基底の意味構造[CAUSE[xCHANGEhoarse]]にshoutの意味が合
成 された結果であると分析する。
従来の分析には、語彙使役規則、The七a格子による分析があるが、いずれも結果構文に現れる動
詞にその旨の情報を書き込んでお くものであり、結果構文にみられる生産性を正 しく記述 していな
い。意味合成は生産的規則であるので、結果構文の生産性を正 しく記述できる。
第13章
中間構文 とは、Thisbookreadseasily。のように、動詞の形式は能動態と同じであるが、意味は
受動の意味を表わす構文を言う。この構文にかかわる主な研究すべてにおいて、中間構文は能動文
に受動化 と類似 した操作を適用することによって派生されると仮定 している。このような分析では、
中間動詞がなぜ状態的であるのか、中間動詞が主語にっいての一般的、総称的特性を記述するのは
なぜか、などの基本的問題にはなんら答えるところがない。そこで、中間動詞の諸特徴は、意味構
造のレベルで適用される意味受動化規則によって説明されるとする新 しい考えを提案する。 これに
よって、中間構文に生起可能な動詞と不可能な動詞の区別ができること、中間動詞が状態的である
こと、一般的特性を記述すること、などの諸特徴が帰結として説明できる。
第14章
チョムスキーは、受動形態素をもっ動詞の過去分詞の特徴を次のように規定する。
1(1)
a.主語の意味役割を吸収する。
b.目的語に与えられる構造格を吸収する。
そして、 これ らの二っの特徴が独立して存在するのは疑わ しく、格の吸収が受動態の本質的特徴で
あると述べている。これに対 して、受動態の本質的特徴は主語意味役割の吸収であ り、格の吸収は
言語 ごとに異なり、パラミター化されていると考える。この仮定によると、主語の位置に意味役割
が付与されている受動態は存在せず、格の吸収に関 しては言語ごとに異な り、(イ)随意的に格を吸収
する言語、(ロ)可能なときには常に格を吸収する言語、㈲義務的に格を吸収する言語、の三っの可能
性が存在するが、事実これ らの言語すべてが自然言語に存在する。
第15章
文法には、文を単位とする文文法と、文脈を考慮に入れた談話文法とがある。言語は一定の文法
規則に従わない限 り、言語としての役割を果たしえないのは言うまでもないが、文法規則に従いさ
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えすれば、文法的な文になるかといえば、そうではない。文脈によって課せ られる条件をも満足 し
ていなければならない。特に、いわゆる有標構文は、多 くの場合、談話構造を整えるために用いら
れ、その際に、重要な働きをする要因の一つに文の情報構造がある。 このような観点かち、左方転
移構文、話題化構文、tough構文について、新情報 ・旧情報の観点から文頭に来る名詞句の性質に
っいて論 じ、 これらの構文は文頭に旧情報を担 う要素を置 くことによって談話の流れを整える機能
を持ち、その帰結として、文頭に生 じうる要素の諸特徴を説明で きることを論 じた。
第16章
本章では、 リストthere構文を新 しい角度か ら分析する。通例のthere構文は、定名詞や固有名
詞 と共起することはないのに対 して、 リス トthere構文にはこのような制限はなく、 また、通例の
there構文には見 られない 「リス トの読み」を表す。 この構文について問題とすべきことは、第一
に、 この構文 はそもそもなぜ リス トとか列挙 と呼ばれる意味を持っのか、第二に、この文に現れる
名詞句 は新情報を持っが、そもそもな:ぜそうなるのか、第三に、 この構文は談話を始める構文 とし
ては用いられないのはなぜかの三っである。そこで、 リス トthere構文は、通例のthere構文 と関
係があるのではなく、むしろit分裂文と密接な関係があることを指摘 し、この構文をthere分裂文
として分析することによって、上記の諸特徴を統一的に説明できることを示 した。
第17章
Seemは次 の三 つの型 の構文 に現 れ、知的意味 は同 じであるが、 それぞれ語用論上 異 な る用 い ら
れ方 をす る。
(1)Itseemsthatheissick.
(2)Heseemstobesick.
(31Heseemssick.
これ らの文 は、意味上等価で な く、②、③ は(1>と異 な り、直接体験的判断 を述べ る場合 に用 い られ
る。換言 すれば、②、(3)は、話者 が直接観察 した ことにっいて述 べる場面以外で は不適 切であ るこ
とにな る。 さらに、(2)と(3)の間には、 直接体験 の度合 の違 い.が見 られ、(3)の方が、(2)よりも直接体
験 め度 合が高い といえる。 これ らの意味上 の相違 は、seemの作用域 の観点 か ら捉 え る ことがで き
る。すなわち、(1)の作用域 は文全体 であるのに対 して、②、⑧ の作用域 は、それぞれ、不定詞 と形
容詞であ り、 この違 いが上記 の語用論上 の違 いを引 き起 こしている。
論文審査結果 の概要
.本論文
は、束縛理論を扱 った第一部および語彙意味論を考察 した第二部全十七章からなっている。
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第一部第一章 「束縛理論の研究」は、序論として束縛理論の研究史を試み、束縛理論の現在の問
題点を指摘する。第二章 「代用表現…代名詞」は、不定名詞と代名詞の間にみ られる関係にっいて、
従来の理論では例外 と見傲:されていた`donkeysentence'と`Englishmansentence'に対 して、
間接束縛、逆間接束縛 という新 しい分析を提案 している。第三章 「優位条件 と束縛原理(c)」は、
LasnikandSaito(1992)カ{提案する併合の規則は記述的一般化に留 まり、記述的にも妥当でない
ことを指摘 し、優位条件を独立した必要条件と見倣さずに、束縛原理(c)の帰結として説明できるこ
とを示 している。第四章 「遊離数量詞」は、遊離数量詞とそれが意味上修飾する名詞 との関係を説
明する三っの方法について検証し、遊離数量詞に対する変形分析の問題点を指摘 しながら、併せて、
遊離数量詞の意味論的アプローチの可能性 をも示唆 している。第五章 「逆間接束縛」 は、Haik
(1984)が提案 している所謂 「間接束縛」の原理に対 して、「逆間接束縛」 と呼ばれる原理を提示 し、
さらに間接束縛に対する二重構造分析および逆間接束縛に対する再構成分析についての問題点を指
摘する。第六章 「束縛理論 とパラミーター」は、束縛理論にどのようなパラミーターが必要である
かを論 じ、そのパラミーター化された条件によって言語間にみられる束縛表現(照 応形)の 特徴の
相違を明らかにしている。第七章 「日本語の再帰代名詞」は、従来日本語の再帰代名詞 は 「自分」
であると考えられ、 これと英語のSelf形との同異が論 じらてきたが、 日本語にはこの他 に 「自分
自身」、「彼自身」の表現 と三っの照応形があることを束縛理論の修正 と併せて提案 している。第八
章 「Pro言語 としての日本語」は、Huang(1984)やHasegawa(1984,1984-85)の仮説に対して、
日本語の空範疇は トピックによって束縛 される空範疇すなわち変項ではなく、空の代名詞であると
分析 し、 日本語は空の代名詞を多用する言語であるという意味で 「日本語 は空代名詞の言語である」
と結論する。第九章 「空演算子構文について」は、関係節 ・目的節 。tooto構文 ・tough構文 ・分
裂などの空演算子構文にっいて、 これらの構文の間には、空範疇仮説では説明できない多 くの重要
な相違点があることを指摘 し、さらに、空範疇の本質を明 らかにしながら、 これ らの構文の類似点
に対 して自然な説明を与えようとする。第十章 「文の基本構造」 は、ルー ト変形 と呼ばれる一群の
変形規則にっいて、なぜ この種の変形規則だけが他の規則と異なる特徴を持っかを明らかにし、 こ
の変形 も、実は、構造保持的であり、節の基本構造は、CPかIPを直接支配する単純な構造でなく、
これらの間にはTopicPhrase,FocusPhraseが存在すると説 く。
第二部第十一章 「語彙意味論」は、意味生成規則の概念は、すでに生成意味論などにおいて提案
されているが、 ここで提案するX'意 味論は、語彙の意味論であり、生成意味論で主張 されてい
たような統語論に直結する意味論でないことを明 らかにし、 さらに、統語理論が有限の規則によっ
て無限の可能な統語構造を特徴づけるのと同様に、語彙意味論は語の可能な意味を特徴づけること
を論証 している。第十二章 「結果構文」は、結果構文を意味合成法則によって派生的に得 られる構
文であると位置づけ、 この構文にっいていくっかの特徴を説明している。第十三章 「中間構文」は、
動詞の形式は能動態と同じであるが、意味は受動を表す中間構文について、従来の統語的分析や項
構造に基づ く語彙的分析に対 し、意味受動化規則によって説明されるとする新 しい考えを提案 して
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いる。第十四章 「受動態の普遍的特徴」は、Chomskyが規定する受動形態素を持っ動詞の二っの
特徴に対 して、受動態の本質的特徴は主語意味役割の吸収であり、核の吸収は言語 ごとに異 なり、
パラ ミーター化されていると論 じる。第十五章 「英語有標構文の機能 と情報構造」、有標構文 は談
話構造を整えるために用いられるが、その際、重要な働きをする要因の一つに文の情報構造がある
ことを指摘 し、そうした観点か ら、左右転移構文・話題化構文・tough構文などについて論証 してい
る。第十六章 「There分裂文」 は、 リス トthere構文は、通例のt垣ere構文 と関係があるの ではな
く、むしろit分裂文と密接な関係があることを指摘 し、 この構文をthere分裂文として分析するこ
とによって、その特徴を統一的に説明できると論 じている。第十七章 「Seemの語用論」 は、seem
の三つの型の構文を取り上げ、それ らが意味上等価なものでなく、直接体験の度合の違いが見 られ
るとし、その意味上の相違ほseemの作用域の観点か ら捉えることができると説いている。
以上のように、本論文は、束縛理論と語彙意味論を軸として、最近の言語理論の諸問題に正面か
ら取り組み、斬新かっ独自の見解 と仮説を提示 した真に意欲的研究である。その研究成果には、他
の追随を許 さぬものがあり、今後 この分野の研究の発展に寄与するところ大である。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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